
政

令

第
三
条
の
表
法
第
三
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
す
る
保
護
金
品
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

法
第
三
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付

す
る
保
護
金
品
に
よ
り
支
払
う
べ
き
費
用
で

あ
つ
て
、
住
宅
を
賃
借
し
て
居
住
す
る
こ
と

に
伴
い
通
常
必
要
と
さ
れ
る
費
用
の
う
ち
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

当
該
被
保
護
者
に
対
し
当
該
費
用
に
係
る
債
権
を
有
す
る
者

法
第
三
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付

す
る
保
護
金
品
に
よ
り
支
払
う
べ
き
費
用
で

あ
つ
て
、
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
第
七
号
に

規
定
す
る
生
計
困
難
者
に
対
し
て
無
利
子
又

は
低
利
で
資
金
を
融
通
す
る
事
業
に
よ
る
貸

付
金
の
償
還
に
係
る
も
の

当
該
被
保
護
者
に
対
し
当
該
貸
付
金
に
係
る
債
権
を
有
す
る

者

平成™�年›月˜Ÿ日 金曜日 (号外第ŸŸ号)官 報
第
四
十
三
条

機
構
の
取
締
役
、
会
計
参
与
（
会
計
参
与
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
）、

監
査
役
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
が
、
第
十
五
条
の
規
定
に
違
反
し
て
そ
の
職
務
上
知
る
こ
と

の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
、
又
は
盗
用
し
た
と
き
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
四
十
四
条

第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定

に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
機
構
の
取
締
役
、
会
計
参

与
（
会
計
参
与
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
）、
監
査
役
又
は
職
員
は
、
五
十
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
す
る
。

第
四
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
機
構
の
取
締
役
、
会
計
参
与

若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
又
は
監
査
役
は
、
百
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
募
集
株
式
、
募
集
新
株
予
約
権
若
し
く
は
募
集
社
債
を
引
き
受
け
る
者

の
募
集
を
し
、
株
式
交
換
に
際
し
て
株
式
、
社
債
若
し
く
は
新
株
予
約
権
を
発
行
し
、
又
は
資
金
を
借
り
入
れ
た

と
き
。

二

第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
株
式
を
発
行
し
た
旨
の
届
出
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
。

三

第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
登
記
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
と
き
。

四

第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
業
務
を
行
っ
た
と
き
。

五

第
二
十
五
条
第
二
項
又
は
第
二
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
決
定
を
行
っ
た
と
き
。

六

第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
予
算
の
認
可
を
受
け
な
か
っ
た
と
き
。

七

第
三
十
二
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
若
し
く
は
事
業
報
告
書
を
提
出
せ
ず
、
又
は

虚
偽
の
記
載
若
し
く
は
記
録
を
し
た
こ
れ
ら
の
も
の
を
提
出
し
た
と
き
。

八

第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

第
四
十
六
条

第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
そ
の
名
称
中
に
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構
と
い
う

文
字
を
用
い
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
六
条
の
規
定
は
、
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
の
公
布
の
日
又
は
こ
の
法
律
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
そ
の
名
称
中
に
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構
と
い
う
文
字
を
使
用
し

て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
六
月
間
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
条

機
構
の
成
立
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
機
構
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
条
第
一
項
中
「
毎
事
業
年
度

の
開
始
前
に
」
と
あ
る
の
は
、「
そ
の
成
立
後
遅
滞
な
く
」
と
す
る
。

（
検
討
）

第
四
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
ご
と
に
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
四
条
の
六
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

株
式
会
社
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構
の
登
記
に
係
る
登
録
免
許
税
に
つ
い
て
は
、
登
録
免
許
税
法

別
表
第
一
第
二
十
四
号
^

カ
中
「
若
し
く
は
特
別
取
締
役
」
と
あ
る
の
は
、「
、
特
別
取
締
役
若
し
く
は
株
式
会
社

海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
（
登
記
）

の
委
員
」
と
す
る
。

生
活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
百
六
十
四
号

生
活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
生
活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
生
活
保
護
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

生
活
保
護
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
百
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
政
令
で
定
め
る
事
項
）

第
二
条
の
二

法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
支
出
の
状
況
と
す
る
。

（
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
百
十
四
条
」
を
「
第
百
十
四
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
十
章
中
第
百
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
株
式
会
社
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
百
十
四
条
の
二

株
式
会
社
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
二
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
第
一
号
中
「
会
社
法
」
を
「
監
査
等
委
員
会
又
は
会
社
法
」
に
、「
委
員
会
」
を
「
指
名
委
員
会

等
」
に
改
め
る
。

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

™Ÿ
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